
　
解
答
ら
ん
①
に
は
、
読
み
取
れ
る
共
通
す
る
点
を
、
二
十
字
以
上
、
四
十
字
以
内
で
分
か
り
や
す
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

解
答
ら
ん
②
に
は
、
読
み
取
れ
る
異
な
る
点
を
、
二
十
字
以
上
、
四
十
字
以
内
で
分
か
り
や
す
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

解
答
ら
ん
③
に
は
、
こ
の
二
つ
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
か
。

      

あ
な
た
の
考
え
を
、
い
く
つ
か
の
段
落
に
分
け
て
、
四
百
字
以
上
、
五
百
字
以
内
で
分
か
り
や
す
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
の
文
章
Ａ 

・
文
章
Ｂ
を
読
ん
で
あ
と
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

文
章
Ａ 

文
章
Ｂ 

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音

(

松
尾
芭
蕉)

    

右
の
文
章
Ａ 

の
俳
句
は
江
戸
時
代
の
松
尾
芭
蕉
の
作
品
で
す
。
解
釈
は
一
般
的
に
「
古
い
池
に
、
一
匹
の
蛙
が
飛
び
込
ん
だ
。
水
音

と
共
に
池
の
水
面
に
波
紋
が
広
が
り
、
や
が
て
、
以
前
に
も
増
し
て
静
寂
が
訪
れ
た
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
章
Ｂ
は
鎌
倉
時
代
の
作

品
、「
平
家
物
語
」
で
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
は
、
諸
行
無
常
の
響
き
が
あ
る
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
は
、
盛
ん
な
者
も
必
ず
衰
え
る
」

と
い
う
物
事
の
道
理
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
文
章
に
は
共
通
す
る
点
と
、
異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
。 

あ
な
た

は
ど
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 　

祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。

沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
。

(

「
平
家
物
語
」  

作
者
不
明 )

問
題


